
２節 積分法の応用 
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 (1) 求める面積は右図の斜線部分だから  (2) 求める面積は右図の斜線部分だから 
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 (1) 求める面積は右図の斜線部分だから 

    

 

 

 

 

 

 (2) 放物線と x 軸との交点の x 座標は        （別解） 

    

 

  求める面積は右図の斜線部分だから 

    

 

 

 

 

 

169 

 (1)    (2)  

 

 

 

 

 

 

 

3

4
04

3

8

3

1

2

2

0

23

2

0

2



















 

xx

dxxxS

 

3

4
1

3

1
1

3

1

3

1

1

1

1

3

1

1

2


































xx

dxxS

 

3

46
18

3

8
0

9
3

1

9

0

2

3

0

2

2

























xx

dxxS 

3

16
3

3

7

3
3

1
6

3

8

3
3

1

3

2

1

3

2

1

2






























 

xx

dxxS

  

 

 
12

37
2

2

12

1

0

23

0

2

23











dxxxx

dxxxxS

xxxy

  2,002

022





xxx

xx を解いて

 

 

 
3

4

6

02

2

2

3

2

0

2

0

2














dxxx

dxxxS

 

3

24

2
3

2
2

0

2

2

30

2












 xdxxS



 (3)  (4)  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

170 

 (1) 求める面積は右図の斜線部分だから 

  求める面積を S とすると 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 放物線と x 軸との交点の x 座標は 

 

 

 

  求める面積は右図の斜線部分だから 
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 (1) 求める面積は下図の斜線部分だから   (2)  求める面積は下図の斜線部分だから 
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 (1) 交点の x 座標は   (2) 交点の x 座標は 

    

  

  求める面積は下図の斜線部分だから        求める面積は下図の斜線部分だから 
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 （別解） グラフの対称性から 

 

 

 

 

 

 

178  

   

 

 

 

 

 

33sin
2

1
cos2

cos
2

1
sin

cos
2

1
sin

3

5

3

3

5
,

3
20

1,
2

1

2

1
sin

01
2

1
sin1

2

1
sin2

01
2

1
sin

2

1
sin2

2

1
sincos

3

5

3

3

5

3

2
































































xx

dxxxS

xxx

xx

x

xx

xx

xx

よって

である。≧で≦≦また，

より≦≦

より





3

21

1

3

1

3

1 2

3

1

2











 

y

dy
y

dyxV





2

1

2

1 42

0

2

2

0

2
2

0

2










 

e
e

dyedyxV

y

y

 

   

2

5

2cos
2

1
coscos2cos

2

1

2sinsinsin2sin

,
3

,00

2

1
cos,0sin

01cos2sinsin2sin

3

3

0

3

3

0

















































xxxx

dxxxdxxxS

xx

xx

xxxx

よってより≦≦

より

 













3

33cos
2

1
sin2 dxxxS

    

4

27
2

2

3

4

234

2,1

234

233

1

2

2
4

1

2

3

3

2























xx
x

dxxxS

x

xxx

xyxy

よって

座標はより，共有点の

接線の方程式はより，



179 

  (1)   (2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180 

 (1) グラフはともに原点に関して対称である。   (2)  
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  切り口の断面積を  xS  とおくと 
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①，②の交点は

考える。軸に対称に折り返して

の部分を②の下のようになり，

のグラフは②①， 
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  また求める面積は右図の斜線部分になるから 
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 (1) 楕円を x 軸のまわりに回転してできる （2）  

  立体の体積を 1V ，円柱（半径 b，高さ 2a） 

  の体積を 2V とすると 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1717121
1224

1717

24

1

8

1717

8

17
8

8

1717

8

1

3

1

2

17

2

9
4

4

17
8

2

9

3

1

4

17

2

1

2

9

4

17

4

2

17

2

9

34

0

2

4

2

17

2

9

2
4

0




























































































































yyy

dyydyyV







22

2

2

0

3

2

0

22

2

2

1

22

3

8

3

2
22

12
2

4
12

ababV

x
x

dx
x

dxyV






























 

 

 20
2

2
3

8

4
2

3

8

4
2

4
12

4
11

4

1
4

3

3

21

32

2

2
22

2

2
2












































a
a

aV

a
aVVV

a
a

a
aV

a
bb

a

y
x

ba







よって

より

上の点だからは，点ここで，













































3

32

3

32

2

3

2

3
2 2

aa

aV

 




9

338

9

34

3

34

3

8

3

32





















V

a のとき

 


9

338

3

32



 のとき増減表より最小値は a



10 

 (1) 2 曲線の交点の x 座標は (2)  
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